
第１号様式（第11条、第13条、第１４条関係）

事業者排出量削減計画 、重つ書 (新規

、年４、年４、年４、年４、年４
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該当する□には、レ印を記入してください。特定卒業者以外で自主参１１Ⅱされる事業者の方は、し'二l】の記入は不要です。

「基準年度」とは計illli期間の前ｲ|:度を、「目標年度」とは計画l0lII1の最終ｲ|皇度をいいます。

「Ijl業所等}ﾙＨ１区分」とは京都府内の事業所等の事業1門動のためのエネルギーの便)'1に伴い発生する温室効果ガスを、「輸送]ili両排lII区分」とは|÷1動jlt述送り{業背に
ついては便１１１の本拠の位置を京都府内とするilI両の排出する温室効果ガスを、鉄道事業者については保有する貨物Jliiilji又は旅客''1両の}排１１Ｉする温室効果ガスを、「そ
の他排出区分」とは上記以外の京部府内における事業所等の事業活動に伴い発41：する温室効果ガスをいいます。

「原単位当たりの温室効果ガス排}'１鼠等」の「川途'五分」には、○○工場、§|{務所などのⅡ1途を記入してください。「'1;(lli位の指標」には、分子の「二鹸化炭素換
算」の下に分母となる指標（生産数量、延べ床iiii1fi、走行距離等）を記入してください。

「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）をj1L準とした排lll1iiの対比や省エネ製品|Ⅱ1発など他者のilhl室効果ガス排ＩｌＩ１ｉｌｌ減への貢献、グリーン調逸の採川、特定
フロンなどの条例指定外の温室効果ガスのril1減などを記入してください。

４
５
 

住所（法人にあっ
ては、三1ﾐたる事務所

の所〈Iﾐ地）

京都府福知山市字｣二紺屋１５冊地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代表
者の氏名）

株式会社さとう

代表取締役社長佐藤総二郎

事業者の主たる
業師

各種商品小売業

該当する事業者
要件

京都府地球淵暖化対策条例施行規H''第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロ
リットル以上））

京都府地球淵暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規棋運送事業者（トラック又はバス100台以｣：
／タクシー150台以上／鉄道車両150両以上）

京都府地球淵暖化対策条例施行規則第１０条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭
素に換算して3,000トン以_L））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針
す
省エネルギー･省資源･廃棄物の発生抑ilill及び環境負荷の少ない商品の提供に努め､継続的に淵室効果ガスのｉＩｉＩ減に努めま
。

推進体制 各部の部長を委員として構成するグリーンプログラム委員会で､地球温暖化対策の実施計画の策定､月毎の進捗管ｌ１Ｉｌを行い
ます。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の計画

ｆ 三度

20～2２ 

20～2２ 

設備、対象、工稗等

全事業所

全事業所

計 内容

空調の通ｉＭ化や､11(11ﾘ1の通１１擶鳥Ⅲ１１､定期点検整備を継続実施。

店舗改装や設備更新時.杭極的に省エネ機器を導入。

温室効果ガスの
排'1}量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

目標設定の考え方

基準年度（実績）
(平成19）年度
(二駿化炭素換算）

目標年度（計画）

(平成22）年度
(二鹸化炭素換算）

増減率
(計llhi）

12,277ｔ 12.216ｔ -0.5％ 

ｔ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ 

＊1 12,277ｔ ＊２ １２．２１６ｔ -0.5％ 

*昨年より事業所の拡大もあり｡平成１７年の基準（16,803t）と比較すると大幅なi1iI減
は容易ではない､と考える。

原単位当たりの
温室効果ガス排
ＩｌＩ量等

用途|Ｘ分 原単位の指標

商業施設
二酸化炭素換算

営業時間×延床面積

工場
二酸化炭素換算

稼働時間×延床而積

事務所
二酸化炭素換算

稼働時間×延床而積

原単位の指標及び計匝i数値設定の考
え方

基準年度（実績） |=l標年度（計画） 増減率（計iHli）

28.75９ 28.62９ －０．５％ 

24.67９ 24.49９ -0.7％ 

16.94９ 1６．７１９ －１．４％ 

･原単位の計算は年間営業時間×延床面積を分母として算出｡計画数値の考え方として
は日標|司様に大幅ｉ１ｉＩ減は|永'難。('1×IIf）

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
i1ill減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

E1然エネルギーを利用した電ﾉﾉ又は
熱の供給

グリーン電力の1lMi入

Ｗｌ減量等合計

目標年度（計iIlli）

取組量等 (二鹸化炭素換算）

(耀備而械） Ila (吸収 ｔ 

(利)１１量） ｎＩＯ (rjlI減還） ｔ 

(充電鼠） kwll (IIiIl減 ｔ 

(熱供給 GＪ (iiII減量） ｔ 

黙入量） kwｈ (liII減晶） ｔ 

－－一一一一一一一一一￣ ＊３ ｔ 

差引排出量

(排出合計一ii'１減等合計）

基準年度（実績）
＊１ １２，２７７ｔ 

'二|標年度（計画）
(*2)－(*3） １２２１６ｔ 

増減率（計illli）

-0.5％ 

地球淵暖化対策
に資する社会貢
献活動

･小売業として食品残置のリサイクルや食品トレー､牛乳パックの１回|収で廃棄物の削減を図っています。

･各事業所でアイドリングストップを掲示物等で'１γびかけています。

特記事項 ･節電､節水等省エネに関する収組みは10年以上前から行っております。

.(財)世界自然保護基金ジャパン法人会員


